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要旨

自分のことを ｢音楽ざらい｣だと考えている宮崎大学教育文化pi:部の学生3名.同教職

大学院の草生し名の計4名に対し,PAC分析に基づくインタビュー調査を実施した｡その
結果,｢音楽ざらい｣の要因として.人前で失敗することや,他の友達と自分を比べるこ
とから生まれる坊等感,音楽的な能力は生まれつきの才能に左右されるものであるとの決

定主義的音楽観,あるいは音楽の授業における学習内容の有用惟-の妊間があることが明

らかとなった｡これらの結果に益づき音楽教師の課題として, L時間の授業の中ですべて

の子どもに達成感を与えること,社会的 ･文化的な価値共有体験の場となるように活動を

柵成すること,子どもの向上心を信じ,十分なサポー トを与え続けることを提言した｡

はじめに

｢音楽は好きだが音楽の授業は嫌い｣という,いわゆる ｢音楽ざらい｣の存在は音楽科教育

が抱える大きな課題の一つである｡本研究の目的は,r音楽ざらい｣の子どもをつくらないた
めの,あるいは ｢音楽ざらい｣の子どもたちの意欲を少しでも高めていくための教師の離艦に

ついて検討することにある｡

大川 (2000)は現職教員や大学生に,過去に授業を受けた小 ･中学校音楽科教師について22

個の観点から評価させ,その結果について因子分析を行なっている｡その結果,音楽科教師を

特徴づける因子として rコミュニケーション因子｣rパターン化因子｣｢音楽的技能園子｣の3
つが抽LElされた｡さらにこれらの因子得点と,教師に対する好悪との関連性について分析した

結果に基づき大川は,音楽ざらい解決のための教師の課題として r教師の子どもに対する積極

的なコミュニケーション｣と,r子どもに授実をおもしろいと感 じさせるための授Xtの準備｣
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を提言している｡

また と山 (2003)も同様に大学生に対する自分が過去に受けた帝楽授業についての22項目の

評価結果についての因子分析から,音楽の授業に対する反応を特徴づける因子として r恥ずか

しさや自信のなさの因子｣r音楽の授業そのものに対する嫌悪感の因子｣｢教師や帝楽の授業に
対する好感の因子｣｢授業の容易さ,取り組みやすさの因子｣の4つを抽出している｡さらに
これらの因子得点についてのクラスター分析から,回答者を4つのグループに分類し,それぞ

れのグループに属する子どもへの教師の対応について提言を行なっている｡

これらの研究は,｢音楽ざらい｣につながる教師の教え方の問題について実証的な方法で分
析を試みた点でHL重な示唆を与えるものである｡ しかしながら,これらのアンケー ト調査対象

者は,必ずしもかつて r音楽ざらい｣だったわけではなかった｡さらに調査方法は.あらかじ

め定式化された回答項目に対して史的に回答するものであり,｢音楽ざらい｣を実際に体験 し
ている人たちの内thJ的な苦悩や葛藤についての具体的な理解に迫るものではない｡一人ひとり

の ｢音楽ざらい｣の子どもたちに対して教師がどのような配慮をすべきかについて検討 してい

くためには,｢音楽ざらい｣になった状況やその背景,あるいはその時の感情などの子ども側
の内r圧i的なリアリティについてより深い理解が必要であると考えた｡

そこで本研究では,自分がかつて ｢音楽ざらい｣であったと自覚している大学任から当時の

状況や悩みや願いについて深く耳を傾けることを通して.平楽科教師の改題について考察して

いくことにする0

1.研究の方法

調査対象者は,自分のことを r音楽ざらいJだと考えている宮崎大学教育文化学部の7:生 3

秦,同教｣俄大7:院の学生1名の計4名であるt)｡この4名に対し,PAC分析に基づくインタビュー

調査を実施 した｡PAC分析は,個人別の態度桃進を測定するために内藤哲雄によって開発さ

れたものである (内藤.2006)｡この分析法は,当該テーマに関する自由連想,連想項目FJHLJの

憤似度評定.クラスター分析,被験者によるクラスター構造のイメージや解釈の報告,実験者

による総合的解釈を通じて,個人ごとに態度やイメージの構造を分析する方法である｡本棚先

では自由連想のためのテーマとして ｢あなたが音楽の授業を嫌い ･苦手だと感 じるのは,どの

ような場面や状況のときですか｡また,そのときあなたはどんな行動をしたいと感 じたり,実

際にどんな行動をとりましたか｣を17J･えた｡

調査はすべて個別に実施した｡当該テーマに関する自由連想を行う際は時制の設定は行わず,

被験者が思い浮かばなくなるまで記入するように指示した｡

2.結盟

2.L 学/kAのケース

学生Aは男子学生であり,小学校から高校までのL2年間,音楽の授業を受けてきた｡また,

音楽に関する習い事や部所動等の経験は無い｡

学生Aの回答は3つのクラスターに分かれた｡学生AはクラスターIについて ｢背から音楽を

好きな人じゃないと無理というイメージがある｣r楽譜を見たときfiTl'単な曲なら大丈夫だが.
雛しくなると記号がいっぱいあったり,どこから弾けばいいのかが分からない｣,｢音楽を (也
教科のような)勉強として見ていない｣と述べている｡ここには学生Aの音楽の授業の中で知
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識を学ぶことへの抵抗感が現れている｡他の教科のような ｢勉強｣とは見なしていない音楽の

授誰の中で,音楽的記号などの理論的な知識について学習することに疑問を感 じていたという

ことである｡

クラスタ12は発声とピアノに関連する技術的困難でまとまっている.このクラスタ-2に

ついて7:/flAは,｢自分の体の中がどう変化 しているか分からない｣,rピアノに関して右手と
左手が別々に動かせない｣,｢大学の括義で音楽を受けたときは単位のため,将来のために頑張
らないといけないと思った｣と述べている｡技術面での困難さに加え,学習効果をF7分自身で

実感することができないことによる自己効力感の低下と関係 していると考えられる｡

クラスタ- 3について学生Aは,｢一番身近な楽鼠 ピアノが弾けないことは他の楽器も弾

けないような気がする｣,｢自分が興味を持った楽器 ･歌以外興味を持てない｣と述べている｡
ここには,自分が ｢いいな｣と思い,楽しめている領域があれば,｢教科雷とかには関係のな
い｣顧域なのだから,それ以外の領域について授業の中であえて挑戦することの意義を兄いだ

せないという,自分の趣味の世界-閉じこもる個人主義的な音楽観が現れているように思われ

る｡ウォークマンの登場以来,生活の中での音楽場面が孤立化していき,お互いの価値観につ

いて共有する腸[面がなくなっていることも背景にあるのかもしれない｡

総合的に見て,この被験者の r音楽ざらい｣の要因は音楽学習に対する目的意織の喪失にあ

ると考えられる｡このことはインタビューの中で ｢(音楽の授業で習ったことを)覚えてなく

ても音楽は聴けるし｣と述べていることからもわかる｡つまり r自分が好きで楽しめている領

域があればそれで充分｣という思いや,難しい知識や技術を苫労して学習すること-の抵抗感

が r管楽ざらいJとなって現れているDその昔味で r大学の講茂で常楽を受けたときは単位の

ため,将来のために頑張らないといけない｣という言頻は,教員を目指すものとして自分の生

所と音楽を学ぶことの意味がはじめて具体的に結びついたことと,それ以前の目的の兄いだせ

ない音楽学習とを対比的に説明したものであると解釈できる｡つまりもし教員を目指さなけれ

ば学生Aにとって音楽は.学ぶべき価値のある対象とはならなかったということである.

図1:学生Aの樹形図
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図2:学生Bの樹形図

2.2.翠/-F_Bのケース

学生Bは男子学生であり,小学校から中学校までの9年間,音楽の授業を受けてきた,また,

音楽に関する習いTFや部活動等の縫験は無い｡

学生Bの回答は4つのクラスターに分かれた｡クラスタ-1について学生Bは,rあまり得意
ではない分野のことを一人ずつ,みんなの前で発表しなければいけないのが辛かった｣,｢みん
なに見られるということで分放される項ヒlである｣と述べている｡人前で発表するときの緊張

や不安,あるいはそれを強制されることに対する抵抗感によってまとまっているといえる｡

クラスタ-2については,｢合唱が苦手｣,｢音が放れずに周 りに迷惑をかけているという点
でまとまっている｣と述べている｡学生Bは合唱等の協力場面において自分が上手くできない

ために周囲に迷惑をかけてしまっていると感 じており.そのことに強い罪悪感を抱いている｡

クラスタ- 3については,rリコーダーが苦手ということでまとまっている｣｢自分は不器用
だから｣と述べていることから,技術面での劣等感が現れているといえる｡

クラスター4については ｢友達からできていないことを指摘され.-こむことでまとまって

いる項目であるJと述べている｡

クラスタ-2と同様に,友人との関係が強く表れされているクラスターである｡他者評価に
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対する強い意識が鞘党にあることが伺える｡

総令的に見て】この学生Bの ｢平楽ざらい｣の要因は人前で失敗することを恐れる農恥心.

他の友達と自分を比べることからくる劣等感であると考えられる｡出来ない自分に直面するこ

と,周りに出来ないと思われることで他者からの評価が低 Fしていくこと-の恐れが.特に合

唱や楽器演奏場面を避ける気持ちを生みだしてしまっている｡

2_3.学生Cのケース

学/+.Cは女子草月=_であり,小学校から中学校までの9年間,音楽の授菜を受けてきた｡また,

洋楽に関する習い事や部所動等の経験は無い｡

学生Cの回答は3つのクラスターに分かれた｡クラスタ- 1について学生Cは,r音楽が出来
る人たちには追いつけない気がする｣｢音楽が出来る人との差でまとまっている項目である｣
と述べている.このクラスターには,学生Cの音楽観が現れている｡すなわち音楽的な能力は

才能に左右されるものであり,才能を持たないものが努ノノだけで追いつくことはできないとい

う強い思い込みが背後にあるように思われる｡

クラスタ12については,r経験がないので,楽器もし辛く出来ない｣と述べている一方で.
r自分の努力不足の面もある｣と述べている｡クラスタ- 1に分類されている内索は努力では

接待できない能力に関連しているのに対し,クラスター20)内扉については努力して一定程度

向上させることが可能であると考えていることがわかる｡

クラスタ-3について学JtCは,r高い音で歌えないときに先生から 『そんな声の出し方じゃ
駄目だよ』と言われた経験が苦手につながった｣と述べている.授業中の教師と子どものコミュ

ニケーションの取り方や教師からの支援の被験者の受け取り方が苦手意識につながったと考え

られる.

総合的に見て,この被験者の ｢音楽ざらいJの要因は,音楽的な能力は才能に左右され,才

能のないものは努力しても追いっけないという決定主義的音楽観に発している.彼女にとって

高い声で歌うための教師の指導は,できるはずのないことの一方的な要求にすぎなかった｡そ

の一方で,努^による向 仁が可能だと考えていた器柴の領域における教師の対応について ｢で

きる人ばかり教えている｣｢できない人の気持ちがわからない｣と感 じていたと述べており,
こうした教師に対する否定的な感fllfも彼女の r音楽ざらい｣を増幅したと考えられる｡

楽譜が説めない

州来る人との題が顕著に出る

テストが灘しい

歌､楽岩旨のテスト

リズムがうまくとれない

勉強してもできないイメージ ■

背光の記号

楽音旨が難しい

高い背で歌えない

図3:学生Cの樹形図
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2.4. 学生Dのケース

学LEDは男子学生であり,/卜学校から中学校までの9年臥 洋楽の授業を受けてきた.また,

音楽に関する習い韻や部活動等の経験は無い｡

学生Dのクラスターは3つに分かれた｡クラスタ- 1についてインタビューの中で.r歌う
ことに対して音程を外すことが嫌｣｢人前に立って歌うとき見られるのが排｣｢歌うことや音程 ･
リズムを取ることをみんなに披砿することが嫌ということ｣と述べられているように,苦手な

歌を友人に聞かれることや教師に評価されることへの不安,さらにそれらの所動を強要される

こと-の強い抵抗感でクラスタ-はまとまっている｡

クラスター2について学生Dは,r技術とかそういう知瓢 こl対わること｣r先生が言っている
ことに対 して知孤がなく,便器についていけない｣r楽譜を読むことに附れていなく時間がか
かった｣と述べている｡これらの内界については ｢自分の勉強不足｣とも述べており.読譜や

その他の甥!.論的な知識の不足により学習に参加できなかったことによる孤独感でまとまってい

る｡

クラスタ-3は r楽器を頗 して怒られた｣の 1項目のみである｡インタビューでは,r小学
校低7:年の頃,怒られたことに対して苦楽に対する苦手意識が生まれたのではないか｣と述べ

ている｡楽器を越してしまったことに対する自責の思いや.強く叱られたことによるショック

から r音楽自体は嫌いじゃなかったが,(この教師が担当する)帝楽の授業が苦手なように｣

感 じるようになったと述べている｡

この被験者にとって歌うことは非常に大きな苫痛であり ｢カラオケでも絶対に歌わない｣と

述べている｡一人で歌うこと,それを教師や他の生徒に評価されることに抵抗を感じており,

強い自己防衛音私が音楽ざらいの要因となっていると思われる｡

人前で歌うとき:周りの人に歌声を聴かれるのが嫌､普痴

だと思われたら嫌､できるならばその行動を避けようとす

る

音程を放ったり､リズムを取ったりすることが苫手 :千程

を外すことが排､できるならばその行動を避けようとする

歌のテストは苫緬でたまらなかった (みられる､1対1)

友達に歌っているときのことをバカにされた

鑑Jf1-教材で感憩を恕くときに何の楽器が使われているのか

さえわからずに苦労した

記号とのかの意味がわかるものとわからないもがあり､教

師から指示をされてもついていけなかった

歌うこと､鑑'ri'教材の普楽などに興味をもてなかった

ペーパーテストに関してどういう勉強をすればよいのかわ

からなかった

楽譜を蔀むことに時間がかかり､放奏は好きだが､その前

の段階が苫手

楽器を壊して怒られた

図4:学生Dの樹形図
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3.｢普炎ざらい｣の要因の考察と教師の課題

学生BIDは,人前で失敗することや,他の友達と自分を比べることから生まれる劣等感.

あるいはそうした活動を強要されることへの抵抗感について繰り返し語っている｡特に学生B

紘,劣等感だけでなく.集団活動の中で自分ができないために周囲に迷慾をかけてしまうこと

についての罪懇感を強く感 じている｡さらに'7-JtCが繰り返し述べているように,音楽的な能

力は生まれつきの才能に左右されるものであるとの決定主義的干楽観が背後にあり,努力や練

習によってこうした状況を克服できるというコン トロール感を持つことができなくなっている｡

さらに学生Aが述べているように,音楽の苦手な子どもにとっては,学習効果について自己評

価すること自体が開脚であることも自己効力感の低 卜につながっていると考えられる｡

次に,音数の授-Xにおける学習内容の有用惟-の疑問があげられる｡外地 (2007)は,学習

内扉が ｢生徒白身が苧習秋越意識を強くもてるJr自分にとって身近に感じられるJT臨場感 ･
窓外性がもてるJr達成感 .成就感が得られる｣｢学ぶ見通しや応用がきくなどの発展性がもて
る｣｢進路選択や将来への展望と関わる｣｢集団で学び合うLFJでの脇ノJと耽争がある｣ものであ

るときに学習意欲は隼じると述べている｡

学JtAがインタビューの中で r私Lt活において,晋楽の授業で習ったことを覚えていなくて

も音射 ま聴ける｣と述べていることに象徴されるように,r音楽ざらい｣のチビもたちを含む
多くの子どもたちにとって,平楽は,他教科のように努力したり挑戦したりする対象とみなさ

れていない｡このことの背景には,｢音楽は 『曹』を 『楽しむ』教科である｣など ｢楽しさ｣
のみを過度に強調する教師側の言説の影轡も考えられる｡さらにこの発言は r音楽を学ぶ必要

がない｣と考えることで坊等感を感 じることを回避する自己防衛的な反応であるとも解釈でき

る｡

しかしながらgJt等感を感 じる場面をできるだけ回避しようとする一方で,今回の調査対象者

の発言の中には ｢出来るようになりたい｣,r音楽は苦手だけど自分の努力次第では出来るよう
になるのではないか｣と思いが少なからず現れていた｡

例えば一学生Bはインタビューの中で,｢出来ないことが悔しくて家に掃ってから練習した
り.自分から先生に出来ないところを教えてもらいに行ったりした｣と述べている｡また学生

C･Dは音楽が苫手になった原因には ｢自分の努ノ〕不足｣があったと述べている.
以上のことは,人前で歌ったり,演奏 したりすることをできるだけ避けようとする r音楽ざ

らい｣の子どもの中にも ｢できるようになりたい｣という思いが隠れていることを示している｡

強い銘等感から音楽を避けようとする思いと,出来るようになるために音楽に接近したいと願

う思いの間で.｢音楽ざらい｣の子どもたちはアンビバレントな状態に匠かれていると考えら

れる｡｢できる人ばかり教えている｣rできない人の気持ちがわからない｣という学件Cの発言
には,内戸別こ抱えている向上心に対して教師が 卜分なサポー トをノ7-えてくれなかったことにつ

いての不満が表現されている｡

これらの r青光ざらい｣の要因を踏まえるとき,具体的な音楽科教師の誹題を3つ挙げるこ

とができる｡

まず 1つ日は, 1時間の授業の中ですべての子どもに達成感を与えること｡先に述べたよう

に ｢音楽ざらいJの子どもは,歌うことや演奏することに強い劣等感をもっており,そのため

人前で取ったり棋奏したりするような他者評価がFj･えられる場面をできる限り回避しようとし

ている｡さらに音楽の苦手な子どもたちにとっては自分白身の演奏について自己評価すること
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自体が困難であり,学習の成果を達成感に結びつけることができない｡したがってまずお互い

に失敗を受け入れ,励まし介える雰囲気を学級の中に醸成することや防衛的な反J:Lこの特に強い

子どもに人前で演奏させる際には,事前に十分な支援を行い.慎塵な準備を施 してお(ことが

重要である｡さらに授業の中で,すべての子どもが rできる｣と実感できるような場を設定す

ること,そして子どもが今までできなかったことをできるようになったとき,その進歩の過程

を往昔深く観察し,胃薬や態度によって明純なフイ- ドバックを与えることによって自信をつ

けさせていくことが必要となる｡

2つ日は一昔楽の授業が,音楽の本来の機能である社会的 ･文化的なイ附直共有体験の場とな

るように活動を構成することである｡多くの子どもたちが学校で音楽を学ぶことの意識を見失っ

ており,さらに社会における音楽場面の孤立化が進んでいる｡スワニック (200Ll)が,音楽と

は ｢対話の様式であり,自分自身や他の人々に関する考え方を,鳴り響く形式の中で明確に表

現する手段｣(21頁)であると述べているように,人々は,言葉と同じように音楽を通じて社

会と関係を結び,同時に自分白身とそれを取り巻く世界との理解を深め,人生を豊かなものに

していく.音楽の授Xがこうした社会的 ･文化的な価値共有体験の場となるためには,音楽の

様々な特性について分析したり,実験 したり,あるいはそれによってLf_ずる感梢的な反応につ

いて吟味したりすることによって思考と感情の相互作用を喚起していく必要がある (ティ ト&

ハック,L991)Q例えば表現や鑑賞の活動の中で,臨力して新しい表現方法を見つけたり,お

互いの音楽的な価値観について話 し合ったりすることによって, 1人で何となく音楽を聴くだ

けでは発見することのできない音楽の美しさや喜びを見つけさせるなど,教師は音楽について

集Bjで学習することによってはじめて郷得できる満足感や達成感を与えなければならないo

応接に3つ円は.子どもの向 ヒ心を信じ,十分なサポー トを与え続けることである.音楽活

動を回避し,参加を拒否している子どもたちに対して概極的に関わることに教師は及び腰になっ

てしまう面があるかもしれない｡ しかし彼らは,音楽を避けようとするその一方で ｢上手にな

りたい｣という矛盾した思いを抱えている｡子どもを ｢音楽ざらい｣と決めつけ,音楽的な関

わりを希薄にしてしまうことは,ますますその子どもを音楽から遠ざけるとともに,学生Cが

述べているように教師は ｢できる人ばかり教えている｣という不満につながる恐れがある｡教

師は,青光を避けようとする子どもの心の背後に,できるようになりたいという向 ヒ心が隠さ

れていることを信じ,理解しなければならない｡もちろんそのことが子どもに過度のプレッシャー

を与-えないよう子どものペースに合わせて,一緒に苦手を克服できるよう継続的にサポー トし

ていくことが必要である｡

おわりに

今回の研究では,PAC分析法を援用することで,鼠的な研究では十分に捉えることが出来

なかった r音楽ざらい｣の子どもたちの内面的な経験について畠塵なITf報を得ることができたO

なかでも彼らが膏楽の授業を嫌悪し,音楽的な所動を回避しようとするその-方で,｢できる
ようになりたいJという向上心を内面に抱えていたことは,今後 ｢音楽ざらい｣の子どもたち

と関わっていく上で塵要な発見であったといえる｡

しかしながら,インタビュー調査において,被験者の内血を深く掘り下げて引き出すことは

卜分にできたとはいえない｡学生たちにとって音楽の時間のエピソー ドを詳細に想起すること
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は苦痛を伴 う作業だったに違いない｡こうした苦痛にともに向き合い,そこから音楽の授業を

改善していくための知恵を創出していくためには,調査対象者 との問で十分なラポールを築き,

時間をかけて対話を継続する必要があった｡

また,今回の調査では音楽をきらいになったエピソー ドについてのみ想起をさせた｡ しかし

音楽の授業が苦手だった子どもたちにとって,数は少ないにせよ ｢楽 しかった｣と思える経験

もあったかもしれないC音楽の授業が苦手な子どもたちにとって r楽 しい｣と思える音楽の授

業の要因は何か,そのことはそれ以外の子どもたちの反応と同 じなのか,それとも異なる配慮

が必要なのかについて明らかにすることも今後の秋題である｡さらにこれらの知見をもとに.

実際に授業の場で骨炎の苦手な子どもたちへの具体的な配慮について実践を行い,その効果に

ついて検証していきたいと考えている｡

注

目 r晋楽ざらい｣であることをFl光している小乍生や中･7=生に対して加東を行うことも検討したが,
今,現実に受けている授某の評価をさせることは,hB-合によっては教師に対する不倫を親在化させる

恐れがあり倫確約に問題があると判断した｡そのため,大学ノ巨を被験者に選び ,小学校時代や中一､芦佼

時代に受けた洋楽の授某を想起させながら調査を行うことにした｡
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